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度
重
な
る
落
車
の
影
響

で
精
彩
を
欠
い
て
い
た

が
、
１
月
Ｇ
Ⅲ
平
決
勝
で
は

必
勝
期
す
地
元
勢
を
相
手
に

Ｖ
と
復
活
劇
を
披
露
。
２
月

日
本
選
手
権
一
予
の
走
り

も
見
事
だ
っ
た
。
あ
ら
ゆ

る
手
を
尽
く
し
総
力
戦
で

Ｖ
候
補
に
挑
む
か
。

武 井 大 介 86期
千葉

　

近
況
Ｆ
Ⅰ
戦
常
時
優
出

と
復
調
の
兆
し
あ
り
、
２

月
日
本
選
手
権
で
は
２
走

目
好
位
確
保
か
ら
勝
ち
星

を
挙
げ
た
。
対
戦
相
手
に

よ
っ
て
戦
法
を
使
い
分
け

ス
ピ
ー
ド
も
上
々
だ
け
に

主
力
級
を
脅
か
す
場
面
も

十
分
。

菅 田 壱 道 91期
宮城

　

積
極
策
を
多
用
し
Ｆ
Ⅰ

戦
だ
が
優
出
回
数
も
増

え
、
こ
れ
か
ら
の
四
国
勢

の
中
核
と
な
る
選
手
。
今

シ
リ
ー
ズ
は
佐
々
木
則

幸
、
小
倉
竜
二
ら
の
先
陣

を
受
け
持
ち
全
国
の
強
豪

相
手
に
ど
こ
ま
で
戦
え
る

か
注
目
だ
。

阿 竹 智 史 90期
徳島

　

ヤ
ン
グ
グ
ラ
ン
プ
リ
に

も
出
場
し
た
97
期
の
逸

材
。
出
切
れ
ば
粘
り
強
い

先
行
力
に
加
え
、
捲
り
の

ス
ピ
ー
ド
も
ア
ッ
プ
し
各

地
で
好
戦
中
。
今
開
催
は

同
県
の
重
鎮
山
口
幸
二
も

同
配
分
だ
け
に
気
合
い
も

入
る
だ
ろ
う
。

松 岡 篤 哉 97期
岐阜

　

「
去
年
４
月
に
手
術
し

た
腰
は
、
も
う
違
和
感
な

い
」
と
、
２
月
Ｆ
Ⅰ
千
葉

決
勝
２
着
は
今
後
に
向
け

て
の
明
る
い
材
料
。
Ｓ
２

班
だ
け
に
予
選
ス
タ
ー
ト

も
、
勝
ち
上
が
っ
て
復
活

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ
し

い
。

渡 部 哲 男 84期
愛媛

　

今
年
に
入
り
、
徐
々
に

調
子
戻
り
つ
つ
あ
り
、
２

月
Ｆ
Ⅰ
熊
本
久
々
に
決
勝

進
出
。
２
度
目
の
地
元
記

念
出
場
だ
け
に
万
全
の
状

態
で
乗
り
込
ん
で
来
る
だ

ろ
う
し
、
主
力
陣
を
相
手

に
見
せ
場
を
作
っ
て
欲
し

い
処
だ
。

山 中 貴 雄 90期
高知

　巧みな捌きと、不利な位置からで
も直線強襲して来るハンドル投げは
見事で、そのマーク振りは地元四国
勢にとっても頼もしい限り。「一時期
より全然良い」と気配も上向き。相
性良い佐々木則幸や濱田浩司、渡
部哲男らを援護し、ゴール前の逆転
劇を演じる。

小
倉
竜
二

（
徳
島　

77
期
）

　地元四国のエース格。先行・捲り
を巧みに使い分け、昨年は９月ＦⅠ函
館、11月ＦⅠ松戸Ｖ等、４回優勝と随
所でヒットを飛ばしている。今年は
「もうワンランク上を目指しギヤを
かけて練習している最中」と今後へ
の意欲十分だし、地元のビッグ戦向
け全力投球だ。

佐
々
木
則
幸

（
高
知　

79
期
）

　昨年は２度目のグランプリを制し、
賞金王を獲得。最優秀選手賞にも輝
き、充実の一年となった。若手の台頭
にも負けず、今なお第一線で活躍す
る史上最強の支部長。2月日本選手
権では決勝入り逸すも最終日浅井康
太相手に勝ち星を挙げるなどその脚
力と闘志は健在だ。

山
口
幸
二

（
岐
阜　

62
期
）

　08年北京五輪ケイリンで銅メダル
獲得。本業でも自己のペースで駆け
れば強靭で、輪界を代表する強力な
先行力を持つ。昨年９月ＦⅠ函館で逃
げ切りＶ。２月ＦⅠ大垣決勝では平原康
多、飯嶋則之を相手に見事な逃走劇
でＶを飾っている。同県山口幸二のア
シスト受け一気に発進していくか。

永
井
清
史

（
岐
阜　

88
期
）

　派手な戦歴こそないが、目標を掴
んだ時の差し脚は的確で安定した
走りを見せている。当所は10年１
月ＦⅠ戦での準Ｖを始め、２月のＧⅡ
西王座戦でも決勝進出と相性は
上々。先行力強靭な永井清史や若
い松岡篤哉、西村光太らを盛り立
て、ゴール前の逆転劇を狙う。

有
賀
高
士

（
石
川　

61
期
）

　昨年はＧⅠ戦こそ無冠に終わった
が、競輪祭、グランプリで準Ｖ。今年
は２月ＧⅡ東王座戦、ＧⅢ久留米で逃
げ切りＶと抜群の強さと安定感を見
せており、西の深谷知広と並んで輪
界を代表する選手の一人。今開催も
圧巻の走りで別線を完封して行く
か。

武
田
豊
樹

（
茨
城　

88
期
）

　昨年５月ＦⅠ高松、７月ＦⅠ大垣で完
全Ｖ。強気な攻めを身上に気迫溢れ
るレースを続けている。タテ・ヨコの
動きもバランス良く、混戦なら特に
見逃せない。当所は復帰戦の２月東
王座戦で決勝進出。武田豊樹とセッ
ト配分の今開催は、同乗ならＶの
チャンスも十分。

芦
澤
大
輔

（
茨
城　

90
期
）

　最近は自力勝負も見せ、昨年10
月ＦⅠ玉野では圧巻の逃げ切りＶ。続
くＧⅢ京王閣でも浅井康太、伏見俊
昭らを相手に地元の意地を見せつ
けＶを飾っている。武田豊樹らの機
動力型をまとめ、関東勢の司令塔と
して他地区のラインに貫禄を見せ
つける。

後
閑
信
一

（
東
京　

65
期
）

　狙った位置は譲らない関東を代
表するマーク職人。今開催、関東勢
は武田豊樹を筆頭に機動力型が揃
い目標が豊富なだけにチャンスも十
分。当所は07年のオールスターを
制してＧⅠウィナーの仲間入りを果
たすなど輝かしい戦歴あり今開催
も侮れない。

飯
嶋
則
之

（
栃
木　

81
期
）

　12月ＦⅠ高松Ｖ、ＧⅢ佐世保では２
勝を挙げ優出と昨年後半から上向
きで、成績も戻ってきた。２月ＦⅠ立
川でＶ、日本選手権では前々攻め
て、二走目で一勝と今年に入ってか
らも気配は良好。先行・捲りに、いざ
となればヨコにも変化して、南関勢
の先頭として大暴れを期待したい。

桐
山
敬
太
郎

（
神
奈
川　

88
期
）

　昨年はオールスターで決勝３着。
競輪祭でも決勝進出を果たし、グラン
プリにも出場と底力は屈指の存在。
近況調子を崩していたが、２月日本選
手権では復調のきっかけを掴みつつ
あった。当所はＦⅠ戦でＶ２、07年の
オールスターでは優出しており、ＳＳ
班の意地を見せて欲しい処だ。

佐
藤
友
和

（
岩
手　

88
期
）

　震災の影響にも負けず昨年の全
日本選抜では決勝に進出。伏見俊
昭のＶをアシストし、ラインの絆を
見せつけた。８月ＦⅠ平、11月ＦⅠ西武
園でＶと奮闘しており、目標不在の
ケースでは自ら捲りを放つなど回転
力も健在。仕掛け所が多い当所で
見せ場を作って行くか。

岡
部
芳
幸

（
福
島　

66
期
）

　捲りにウェイトを置き、自己のタ
イミングで仕掛ければ前団を一気
に飲み込む強烈なスピードを発揮
する。気迫で臨んだ地元開催の日本
選手権こそ二予で敗退したが、実力
は折り紙付きだ。今開催も坂本亮
馬、大塚健一郎らと結束し、Ｖ獲りを
目指す。

松
岡
貴
久

（
熊
本　

90
期
）

　昨年は落車の影響で不満な成績
が続いたが、12月ＧⅢ佐世保決勝
では強烈な捲りを放ち、井上昌己の
地元Ｖに貢献。自身も準Ｖとようや
く復調ムード。戦法に幅を増し、2月
日本選手権でも善戦した。九州勢の
鍵を握るだけに更なる奮起を期待し
たい処だ。

坂
本
亮
馬

（
福
岡　

90
期
）

　強気な位置取りと、直線で冴え渡
るキメ脚は今開催でも随一。１月ＦⅠ
岐阜決勝では目標不在ながら、鋭い
切れ味を見せ完全Ｖと力の違いを
見せつけた。レースの読みも的確
で、松岡貴久や坂本亮馬、同県の成
長株利根正明らを盛り立て持ち味
を発揮する。

大
塚
健
一
郎

（
大
分　

82
期
）

　積極果敢な競走スタイルを貫き、
昨年８月ＧⅢ小田原では逃げ切りで
２度目のＧⅢＶを達成。日本選手権
でも一予、ニ予と直線長い熊本バン
クを逃げ切りで準決進出と大健闘。
時折見せる捲りのスピードもアップ
しており、今の勢いならＶの候補と
言えそうだ。

脇
本
雄
太

（
福
井　

94
期
）
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「
地
元
戦
は
２
割
増
し
」

「
地
元
戦
は
２
割
増
し
」

　

高
知
競
輪
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
〝
く
っ
さ
ん

の
切
磋
琢
磨
〞
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
で
コ
ラ
ム
を
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。

　

２
月
に
行
わ
れ
た
最
後

の
東
西
王
座
戦
Ｇ
Ⅱ
の
興

奮
が
ま
だ
残
る
高
知
競
輪

場
。今
年
の
記
念
は
通
常

通
り
、春
真
っ
盛
り
の
４

月
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

　

東
王
座
に
輝
い
た
武
田

豊
樹
を
中
心
に
、昨
年
の

グ
ラ
ン
プ
リ
覇
者
山
口
幸

二
、佐
藤
友
和
を
加
え
た

Ｓ
Ｓ
班
３
名
が
出
場
予
定

で
す
が
、注
目
し
た
い
の

は
地
元
開
催
で
燃
え
て
い

る
高
知
の
選
手
達
。今
回

は
５
名
が
出
場
予
定
で
す

が
、彼
ら
の
特
徴
や
得
意

の
勝
ち
パ
タ
ー
ン
な
ど

を
、僕
な
り
に（
独
断
と
偏

見
で
）述
べ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
地
元
の
代
表
格

佐
々
木
則
幸
か
ら
。彼
は

デ
ビ
ュ
ー
以
来
ほ
と
ん
ど

の
レ
ー
ス
を
先
行
捲
り
で

勝
ち
上
が
っ
て
き
た
機
動

力
型
で
、Ｇ
Ⅰ
タ
イ
ト
ル

に
手
の
届
く
処
ま
で
上
り

詰
め
た
事
も
あ
り
ま
す
。

思
い
出
す
の
は
04
年
の
競

輪
祭
決
勝
。鮮
や
か
な

バ
ッ
ク
捲
り
で
決
ま
っ
た

か
に
見
え
ま
し
た
が
、当

時「
平
成
の
鬼
脚
」と
言
わ

れ
た
小
橋
正
義
と
僅
差
で

惜
し
く
も
準
優
勝
、こ
の

レ
ー
ス
は
今
で
も
強
く
印

象
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
佐
々
木
則
幸
が
昨
年

あ
た
り
か
ら「
僕
も
35
歳
を

過
ぎ
て
そ
ろ
そ
ろ
番
手
を

回
る
ス
タ
イ
ル
に
変
え
た

い
」と
、最
近
は
そ
の
傾
向

が
少
し
ず
つ
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
濱
田
浩
司
、渡
部

哲
男
、阿
竹
智
史
な
ど
目

標
は
豊
富
で
、「
番
手
の

佐
々
木
」が
見
ら
れ
る
か

に
も
注
目
し
た
い
処
で

す
。

　

次
に
山
中
貴
雄
、吉
松

直
人
。両
者
が
出
場
し
た

昨
年
の
四
国
地
区
プ
ロ
自

転
車
競
技
大
会「
チ
ー
ム

ス
プ
リ
ン
ト
」を
大
会
新

記
録
で
見
事
優
勝
。さ
ら

に
５
月
の
全
プ
ロ
で
好
成

績
を
収
め
れ
ば
寛
仁
親
王

牌
に
初
出
場
出
来
る
可
能

性
も
秘
め
て
お
り
ま
す
。

中
で
も
山
中
貴
雄
は
大
ギ

ヤ
を
生
か
し
た
破
壊
力
に

定
評
あ
り
、次
期
Ｓ
１
班

候
補
生
で
す
。一
方
吉
松

直
人
も
瞬
発
力
あ
る
ス

ピ
ー
ド
派
で
、徐
々
に
上

位
戦
で
も
通
用
す
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
勝
負
根
性
抜

群
の
野
本
翔
太
の
巧
捌
き

も
侮
れ
な
い
処
。近
況
は

落
車
で
リ
ズ
ム
を
崩
し
た

時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
ろ
そ
ろ
復
活
し
て
も
良

い
時
期
。昨
年
函
館
の
Ａ

級
フ
ァ
イ
ナ
ル
優
勝
時
の

切
れ
味
発
揮
な
ら
、上
位

で
の
活
躍
も
期
待
出
来
る

脚
力
は
温
存
し
て
い
る
は

ず
で
す
。最
後
は
地
元
戦

で
常
時
好
成
績
を
挙
げ
る

西
村
正
彦
。彼
も
近
況
は

事
故
の
多
い
競
走
が
目
立

つ
印
象
が
あ
り
ま
す
が
、

レ
ー
ス
に
対
す
る
意
気
込

み
は
健
在
で
、今
回
は
地

元
の
意
地
を
見
せ
て
欲
し

い
処
で
す
。

　

ど
の
選
手
も
地
元
戦
で

は
普
段
以
上
の
力
を
発
揮

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

「
地
元
選
手
は
２
割
増

し
」、い
や
こ
こ
は
３
、４

割
増
し
の
パ
ワ
ー
と
気
合

い
で
、地
元
の
活
躍
を
期

待
し
た
い
処
で
す
。

データは2012年3月7日現在です

出 場 予 定 選 手 一 覧


